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開催地名：長崎県小値賀町 

開催日時 令和 4 年 2 月 26 日（土） 10:00～11:30 

開催場所 小値賀町離島開発総合センター 

語り部 上野未生  （岩手県大槌町） 

参加者 約 50 名 

開催経緯  災害に対し住民の自助、共助の意識があまり高くないこと。 

内容 （1）震災当時の記憶 

海外で医療系の仕事をしており、震災時に国際 NGO 経由で派遣された

先が大槌町であった。被災時はベトナムにおり、被災直後に大槌町に派遣

され、ボランティアセンターの立ち上げや避難所の非物資の再配分という

プロジェクトを立ち上げ、NGO で運営していた。一時大槌町を離れたが、

現在の団体にコンサルのような形で入り、その後団体の代表理事をしてい

る。 

被災当時の大槌町は8月の選挙後まで正式な町長が不在でああったため、

仮の町長主導によって業務上の指揮はとれたが、復興に向けての指揮まで

はとれず、行政主導による復興の計画は 10 月まで、行えなかった。 

 

（2）大槌町が直面した困難 

岩手県は北海道の次に大きい県で、四国と同じぐらいの大きさの県であ

る。そのためガバメントも大きく、情報発信も厳しくなった。そのような

中、リアス海岸に面している地域が被災による大きな被害を受けた。大槌

町が初めてニュースで放送されたときには「大槌全滅しました」と流れた。

大槌町からの外部発信が一切できなかったので、県や町が全滅していると

捉えられたのだ。情報がない場所は出したくても出せない状況であるとい

うことは、是非覚えていていただきたい。 

大槌町では震災から 40 分後に津波が発生し、この影響により中心市街地

が大火災となってしまった。津波でプロパンガスが流れ浮いている状態で

あったため、ボンという音とともに爆発し、大火災が発生した。高台に避難

している方は、津波の心配はなかったのだが、火災の火が高台へ上がって

きたので、どこに逃げていいか分からない状況となった。消防も入れなか

ったことから自然鎮火まで待つしかなかった。 

火事にならなかった地区は火を暖気のために起こしつつ、街の人から見

える場所で火をたいて避難所がある目印としてお知らせした。大槌町で亡

くなったのは 1286 名で、人口の 10％弱が震災で亡くなった。11 年経過し
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てもいまだに行方不明者が 30％以上となっている。しかしながら、学校で

は先生たちは津波の知識を持っていたため、震災発生時に学校にいた学校

管理下の子どもたちの死亡はゼロであった。 

大槌町役場でも防災意識や知識があったが、すぐに高台に行くことがで

きずにいた。地震情報で第一報では予想津波の高さ 3～5m であり、防潮堤

は 6.4m の高さで守られていると思っていたので安心してしまったのだ。役

場前で災害対策本部を作成したため、そこに津波が直撃したことで、当時

在籍していた職員の 3 分の 1 が亡くなり、町長や幹部レベルでも 7 割が亡

くなってしまうことになった。避難所は役場職員だけでは運営できず、様々

な混乱を生む結果となってしまった。 

 

（3）今後起こり得る災害に向けて 

地震や災害の影響で火事も起こってしまうということも念頭におき、災

害対策を行うことが重要である。また日常の延長線上に非日常があるため、

日常の過ごし方をはじめとした、普段の生活が防災においては重要である。 

現在、被災前、被災時、被災後で何がどうできるのかをまとめたマニュア

ルを発信している。「逃げる、諦めない、生き延びる」。これ以外に被災時に

できることは何もないが、自身で生き延びないと何もできないということ、

家族間でも「自分で逃げる」ということを被災前に必ず話し合うことなど、

SNS などで発信している。 

 

   

 

 

開催地より 災害発生前の備えについて、町民へ随時広報していき防災意識の向上を

図ること。また、役場職員においては被災時には自ら判断し決断しなけれ

ばならない状況も考えられるため、通常業務から自ら考え、自ら判断でき

る人材の育成の強化も必要と考えている。 

 

 

 




